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敏

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
か
？

～
海
外
依
存
か
ら
国
内
資
源
利
用
へ
の
示
唆
～

２
０
２
０
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
世
界
各
国
で
深
刻
化
し
、
対

策
が
様
々
に
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
21
年
前
半
に
米
国
を
主
た
る
震
源

地
と
し
て
第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
、
日
本
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き

た
。本

稿
で
は
、
第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
経
緯
を
米
国
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

を
含
む
社
会
経
済
的
要
因
か
ら
解
説
し
、
日
本
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

の
か
を
木
材
価
格
に
注
目
し
て
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
海
外
の
動
向
に
よ
る

影
響
を
い
か
に
軽
減
し
て
い
く
の
か
を
考
察
す
る
。

第
１
・
２
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

ま
ず
、
以
前
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
か
を
振
り
返
り
た

い
。第

１
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、
米
国
で
１
９
９
０
年
に
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
た

マ
ダ
ラ
フ
ク
ロ
ウ
の
保
護
を
契
機
に
起
き
た
。
80
年
代
末
か
ら
北
西
海
岸
地
域
に
あ
る

国
有
林
の
天
然
林
伐
採
が
規
制
さ
れ
、
90
～
92
年
に
オ
レ
ゴ
ン
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の

州
有
林
丸
太
輸
出
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
る
な
ど
し
て
92
年
に
丸
太
価
格
が
高
騰
し
た
。

ミ
ク
ロ
経
済
学
で
い
う
供
給
曲
線
が
左
方
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
（
図
１
）
に
よ
り
、
丸

太
市
場
に
お
い
て
丸
太
供
給
量
の
減
少
と
丸
太
価
格
の
高
騰
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
93
年
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州
が
丸
太
輸
出
禁
止
政
策
を
と
っ
た
こ
と

も
丸
太
価
格
高
騰
に
つ
な
が
っ
た
。
第
１
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
米
ツ
ガ

材
な
ど
か
ら
国
産
の
ス
ギ
材
な
ど
へ
の
代
替
が
期
待
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
ス
ギ
製
材
品

の
人
工
乾
燥
が
思
う
よ
う
に
伸
展
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
き
た

米
材
製
材
品
は
欧
州
の
集

成
材
に
代
替
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

第
２
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
は
２
０
０
６
年
で
あ

り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大

統
領
令
に
よ
り
違
法
伐
採

対
策
の
強
化
が
な
さ
れ
、

林
地
や
港
湾
で
の
取
り
締

ま
り
が
行
わ
れ
た
結
果
、

日
本
の
南
洋
材
合
板
輸
入

量
の
大
幅
な
減
少
と
日
本

で
は
南
洋
材
合
板
輸
入
価

格
の
高
騰
が
発
生
し
た
。

南
洋
材
合
板
輸
入
に
厳
し

さ
が
増
す
中
で
、
需
要
側
か
ら
国
産
の
ス
ギ
材
や
カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
っ
た
針
葉
樹
合
板

へ
の
代
替
が
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、06
年
６
月
に
ロ
シ
ア
政
府
が
針
葉
樹
丸
太
へ
の
輸
出
関
税
を
輸
出
価
格
の
６・

５
％
ま
た
は
１
立
方
㍍
当
た
り
４
€
へ
引
き
上
げ
、
日
本
で
は
ロ
シ
ア
材
の
輸
入
価
格

上
昇
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
ロ
シ
ア
は
針
葉
樹
丸
太
へ
の
輸
出
関
税
を
引

き
上
げ
て
国
内
加
工
を
推
進
し
た
た
め
、
日
本
は
エ
ゾ
マ
ツ
丸
太
や
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
丸

太
の
輸
入
が
激
減
し
、
北
陸
地
方
を
中
心
と
す
る
国
内
の
ロ
シ
ア
材
製
材
業
は
急
速
に

図１　需要曲線と供給曲線
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ペ
ー
ス
な
ど
の
た
め
の
住
宅
を
増
改
築
す
る
人
が
増
え
、
製
材
品
を
活
用
す
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ

需
要
が
増
加
し
た
。
増
改
築
へ
の
支
出
増
は
19
年
の
前
年
比
１・
４
％
か
ら
20
年
の
５・

３
％
へ
、
21
年
第
１
四
半
期
に
は
前
年
同
期
比
で
７・
３
％
へ
と
高
ま
っ
た
。
併
せ
て
、

都
市
部
か
ら
郊
外
へ
の
移
住
を
望
む
人
も
増
え
、
そ
れ
に
伴
う
住
宅
需
要
も
増
加
し
て

い
る
。
20
年
10
月
に
米
国
で
実
施
さ
れ
た
調
査
（
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
企
業
ア
ッ
プ

ワ
ー
ク
発
表
）
の
結
果
で
は
、
１
４
０
０
万
～
２
３
０
０
万
人
が
都
市
部
か
ら
の
移
住

を
検
討
し
て
い
る
と
し
た
。
ま
た
、
20
年
７
～
９
月
調
査
で
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か

ら
移
住
を
検
討
す
る
人
が
前
年
同
期
比
62
％
増
の
約
５
万
３
千
人
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

で
も
約
４
万
７
千
人
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
か
ら
、
20
年

と
21
年
の
１
月
で
住
宅
価
格
を
比
較
す
る
と
お
お
む
ね
１
割
超
の
上
昇
と
な
っ
た
。

米
国
連
邦
政
府
に
よ
る
３
回
の
給
付
金
も
、
住
宅
需
要
に
寄
与
し
た
。
20
年
３
月

の
１
回
目
は
総
額
約
２
・
23
兆
㌦
、
最
大
１
人
１
２
０
０
㌦
（
失
業
手
当
拡
充
〈
週

６
０
０
㌦
上
乗
せ
〉、給
与
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム〈
Ｐ
Ｐ
Ｐ
〉な
ど
）で
あ
り
、消
費
に
74
％
、

貯
蓄
に
14
％
、
ロ
ー
ン
返
済
に
11
％
が
向
け
ら
れ
た
。
20
年
12
月
の
２
回
目
は
約
０
・

92
兆
㌦
、６
０
０
㌦
（
同
延
長
〈
週
３
０
０
㌦
上
乗
せ
〉、Ｐ
Ｐ
Ｐ
再
開
な
ど
）
で
あ
り
、

消
費
に
22
％
、
貯
蓄
に
26
％
、
ロ
ー
ン
返
済
に
51
％
が
、
21
年
３
月
の
３
回
目
は
約
１・

９
兆
㌦
、１
４
０
０
㌦（
同
延
長〈
週
３
０
０
㌦
上
乗
せ
、９
月
ま
で
〉）で
消
費
に
19
％
、

貯
蓄
に
32
％
、
ロ
ー
ン
返
済
に
49
％
が
向
け
ら
れ
た
。

併
せ
て
、
米
連
邦
準
備
理
事
会
の
金
融
緩
和
政
策
に
よ
り
20
年
に
住
宅
ロ
ー
ン
金
利

が
引
き
下
げ
ら
れ
、
30
年
物
固
定
金
利
は
20
年
12
月
に
２
・
66
％
ま
で
低
下
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、20
年
３
月
か
ら
製
材
品
価
格
の
上
昇
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

米
国
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
は
20
歳
代
後
半
～
30
歳
代
前
半
の
人
口
が
多
く
、
ま
さ
に

住
宅
取
得
世
代
の
増
加
に
伴
う
住
宅
需
要
へ
の
寄
与
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
米
国

に
お
け
る
住
宅
所
有
者
の
空
き
家
率
は
、
20
年
に
総
じ
て
低
下
し
て
１
～
２
％
水
準
と

な
り
、
特
に
戸
建
て
は
21
年
第
１
四
半
期
に
０・
８
％
と
か
な
り
低
い
水
準
に
な
っ
て

い
る
。

供
給
面
で
は
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
伴
っ
て
米
国
で
木
材
加
工
場
の
稼
働
が
縮
小
し
、

20
年
に
は
製
材
品
需
要
量
の
５
％
増
に
対
し
て
生
産
量
は
１
％
増
に
と
ど
ま
っ
た
。
パ

レ
ッ
ト
な
ど
の
生
産
量
が
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
よ
っ
て
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
流
通
を
担
う
人
材
も
不
足
し
て
物
流
が
増
加
し
が
た
か
っ

た
。
貿
易
の
減
少
に
よ
っ
て
、
製
材
用
機
材
や
機
器
に
不
可
欠
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部

縮
小
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
北
陸
地
方
な
ど
の
ロ
シ
ア
材
製
材
業
は
垂
木
や
野

地
板
な
ど
の
小
断
面
製
材
品
を
主
力
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
に
主
に
米
材
製
材
品

が
そ
れ
ら
を
代
替
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

今
般
の
第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

発
端
と
な
っ
た
。
図
２
を
用
い
て
構
造
的
に
み
る
と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
製

材
品
を
主
と
す
る
木
材
製
品
へ
の
需
要
が
当
初
に
停
滞
し
た
が
、
後
述
す
る
諸
要
因

に
よ
っ
て
程
な
く
増
加
に
転

じ
、
供
給
が
そ
れ
に
見
合
う

増
加
と
な
ら
ず
に
需
要
が
超

過
し
た
。
そ
の
結
果
、
米
国

の
製
材
品
価
格
（
１
ｍ
ｂ
ｆ

＝
２
・
36
立
方
㍍
当
た
り
）

を
例
に
と
る
と
、
20
年
初
頭

の
５
０
０
㌦
水
準
か
ら
21
年

５
月
の
１
５
０
０
㌦
水
準
へ

３
倍
も
の
高
騰
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
な
お
、
米
国
の
製

材
品
価
格
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
状
況
の
変
化
と
と
も
に
、

21
年
７
月
に
は
ほ
ぼ
以
前

の
水
準
に
戻
っ
て
い
る
。
以

下
で
は
、
第
３
次
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
の
要
因
を
需
要
面

と
供
給
面
に
分
け
て
み
て
い

こ
う
。

需
要
面
で
は
、
特
に
米
国

で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
（
ｓ
ｔ
ａ

ｙ

－

ａ
ｔ

－

ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
）
の

中
で
テ
レ
ワ
ー
ク
や
学
習
ス

図２　第３次ウッドショックに関する因果関係
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品
や
金
属
の
不
足
が
米
国
で
生
じ
た
こ
と
も
林
産
物
生
産
の
足
か
せ
と
な
っ
た
。ま
た
、

20
年
に
発
生
し
た
西
海
岸
地
域
で
の
２
０
０
万
㌶
超
の
森
林
火
災
な
ど
も
丸
太
供
給
を

減
ら
す
方
向
へ
影
響
し
た
。

米
国
へ
製
材
品
を
供
給
す
る
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
Ｂ
Ｃ
）
州

に
も
要
因
が
あ
っ
た
。
00
年
代
か
ら
10
年
代
初
頭
に
か
け
て
マ
ウ
ン
テ
ン
・
パ
イ
ン
・

ビ
ー
ト
ル
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
。
こ
の
間
に
ロ
ッ
ジ
ポ
ー
ル
パ
イ
ン
が
計
画

を
早
め
て
伐
採
さ
れ
た
た
め
、生
産
し
う
る
森
林
資
源
に
制
約
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、

17
年
に
１
２
０
万
㌶
超
、
18
年
に
１
３
５
万
㌶
超
の
森
林
火
災
が
発
生
し
、
１
９
２
０

年
か
ら
の
年
平
均
15
・
４
万
㌶
に
比
べ
甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
Ｂ
Ｃ
州
の
丸
太
生
産
量
は
２
０
１
８
年
の
６
７
０
０
万
立
方
㍍
か
ら
19
年
の

５
４
０
０
万
立
方
㍍
へ
、
製
材
品
生
産
量
も
２
９
０
０
万
立
方
㍍
か
ら
２
３
０
０
万
立

方
㍍
へ
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
減
少
し
た
。
そ
の
上
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
米
国
の
カ
ナ
ダ

産
製
材
品
に
対
す
る
輸
入
関
税
が
平
均
20
・
23
％
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
輸

入
関
税
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
の
補
助
金
お
よ
び
相
殺
措
置
に
関
す
る
協
定
に

違
反
し
て
い
る
と
の
裁
定
が
20
年
８
月
24
日
に
あ
り
、
同
12
月
に
約
９
％
へ
引
き
下
げ

ら
れ
た
。

第
３
次
シ
ョ
ッ
ク
下
で
の
ス
ギ
中
丸
太
価
格
の
地
域
性

日
本
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
19
年
10
月
に
消
費
税
が
10
％
へ
高
め
ら
れ
て
住
宅
着

工
戸
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
年
間
戸
数
は
17
年
の
96
・
５
万
戸
か
ら
18
年
に

は
94
・
２
万
戸
、
19
年
に
90
・
５
万
戸
、
20
年
に
81
・
５
万
戸
と
推
移
し
た
。
20
年
の

減
少
に
は
消
費
税
に
加
え
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
21
年
１
～
８

月
の
住
宅
着
工
戸
数
は
20
年
同
期
よ
り
５
％
ほ
ど
増
加
し
て
お
り
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影

響
は
限
定
的
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
木
造
住
宅
で
の
部
材
不
足
を
は
じ
め

と
し
て
日
本
国
内
に
様
々
な
影
響
を
与
え
、
木
造
住
宅
を
手
掛
け
る
工
務
店
や
施
主
が

厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
き
た
。こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

農
林
水
産
省
「
木
材
価
格
統
計
調
査
」
に
お
け
る
す
ぎ
中
丸
太
価
格
に
注
目
し
、
主
た

る
県
に
つ
い
て
21
年
３
月
、
５
月
、
７
月
の
変
化
と
、
19
年
７
月
と
20
年
７
月
を
比
べ
、

第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
ど
う
表
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
る
。

米
国
国
勢
調
査
局
の
資
料
に
よ
る
と
、
米
国
に
お
け
る
民
間
住
宅
着
工
戸
数
は
こ
こ

数
カ
月
に
年
換
算
で
１
５
０
万
戸
超
と
高
い
水
準
に
あ
る
も
の
の
、
製
材
品
価
格
は
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
る
。
だ
が
、
日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
の
資
料
に
よ
る

と
、
日
本
向
け
コ
ン
テ
ナ
運
賃
は
20
年
10
月
以
降
に
上
昇
し
、
21
年
７
月
に
１
個
当
た

り
米
国
発
で
２
８
２
０
㌦
、
欧
州
発
で
２
９
４
０
㌦
と
２
０
１
９
年
の
水
準
に
対
し
て

約
２
倍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
上
昇
に
は
、
経
済
活
動
が
戻
り
つ
つ
あ
る
中
で
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
に
伴
う
船
員
な
ど
の
労
働
力
不
足
が
あ
り
、
さ
ら
に
米
中
間
を
は
じ
め
と
す
る

貿
易
量
の
増
加
や
原
油
価
格
の
高
騰
が
主
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
国
内
の
木
材
製
品
価
格
は
柱
、
間
柱
、
平
角
、
構
造
用
合
板
の
い
ず
れ
も
、

21
年
第
３
四
半
期
に
お
い
て
国
産
も
輸
入
も
上
昇
、
ま
た
は
高
止
ま
り
の
状
態
が
続
い

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
き
っ
か
け
と
す
る
米
国
内
の
製
材
品
需
要
の
急

表　「木材価格統計調査」におけるすぎ中丸太価格の変化
単位：円／m3、％

径14.0～22.0cm、長3.65～4.0ｍ 径24.0～28.0cm、長3.65～4.0ｍ

19年 
7月

20年 
7月

21年 
3月

21年 
5月

2021年
7月

19年 
7月

20年 
7月

21年 
3月

21年 
5月

2021年
7月

青　森 11,300 10,500 10,500 11,600 12,100 7 12,100 11,700 11,700 12,300 13,000 7

岩　手 13,500 12,700 11,800 13,000 13,800 2 13,900 13,600 12,900 13,800 14,100 1

宮　城 11,600 10,900 11,700 12,100 12,700 9 11,600 10,500 12,500 13,100 13,500 16

秋　田 11,100 10,700 11,500 11,600 11,900 7 13,600 13,000 14,900 14,600 15,300 13

山　形 11,400 11,200 11,200 11,900 14,200 25 14,400 14,000 13,900 15,100 15,800 10

福　島 11,000 10,700 12,100 12,600 13,000 18 10,500 10,500 11,900 13,200 12,800 22

栃　木 11,400 12,100 13,800 15,400 15,400 35 13,400 13,800 16,300 18,400 17,900 34

岐　阜 9,500 13,300 13,300 13,300 15,000 58 13,000 14,900 15,300 15,300 16,600 28

静　岡 13,300 13,200 13,800 14,700 17,200 29 15,500 15,400 16,000 17,000 18,200 17

三　重 13,800 11,600 12,900 14,300 15,800 14 14,300 13,000 13,900 15,600 16,300 14

奈　良 11,900 11,600 12,600 13,200 15,200 28 14,600 13,500 14,000 14,600 16,800 15

岡　山 10,700 9,900 12,100 13,200 14,300 34 10,900 9,900 12,100 13,100 14,100 29

徳　島 15,500 14,500 14,500 14,800 16,600 7 16,400 14,800 15,000 15,300 17,100 4

愛　媛 13,000 11,700 15,400 15,900 19,900 53 15,400 14,500 15,100 15,600 19,100 24

佐　賀 15,100 13,200 14,100 15,400 23,100 53 15,000 13,300 14,100 15,300 22,800 52

熊　本 14,800 14,100 14,900 18,300 18,000 22 15,100 14,900 15,400 19,200 20,700 37

大　分 14,800 13,000 14,400 16,000 21,800 47 14,500 11,900 13,500 13,900 20,300 40

宮　崎 12,700 11,200 13,700 17,400 20,600 62 12,800 11,500 13,700 17,800 21,200 66

鹿児島 12,800 11,200 13,400 18,700 22,200 73 12,600 11,200 13,300 18,800 22,800 81

注：2021年７月の右側の列は2019年７月の価格に対する上昇率を示している。
資料：農林水産省「木材価格統計調査」
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増
に
よ
り
日
本
向
け
の
製
材
品
輸
出
が
減
少
し
、
供
給
曲
線
が
左
方
へ
シ
フ
ト
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
本
国
内
で
は
製
材
品
価
格
が
上
昇
し
た
。
さ
ら
に
、
北
米
産
の
製
材
品

輸
入
の
減
少
を
受
け
て
製
材
品
生
産
を
増
や
す
た
め
に
国
産
材
丸
太
へ
の
需
要
を
増
加

さ
せ
、
後
述
す
る
よ
う
に
国
産
材
丸
太
価
格
も
上
昇
す
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
た
の
で

あ
る
。

農
水
省
が
調
べ
た
す
ぎ
中
丸
太
価
格
を
表
１
に
ま
と
め
た
。
ま
ず
、
21
年
７
月
の
す

ぎ
中
丸
太
価
格
は
径
14
・
０
～
22
・
０
㌢
（
以
下
、
中
丸
太
①
）
も
、
径
24
・
０
～

28
・
０
㌢
（
以
下
、
中
丸
太
②
）
も
東
北
地
方
よ
り
九
州
地
方
に
お
い
て
１
万
円
近
く

高
い
こ
と
が
分
か
る
。
東
北
地
方
で
中
丸
太
①
価
格
は
約
１・
２
万
～
１・
４
万
円
、
中

丸
太
②
は
約
１・
３
万
～
１・
６
万
円
、九
州
で
は
そ
れ
ぞ
れ
約
１・
８
万
～
２・
３
万
円
、

２・
０
万
～
２・
３
万
円
の
範
囲
に
あ
る
。
東
北
地
方
で
は
山
形
県
、
九
州
地
方
で
は
佐

賀
県
や
鹿
児
島
県
の
よ
う
に
、
県
内
も
し
く
は
近
隣
県
に
製
材
用
材
の
大
手
需
要
者
が

あ
る
と
、
価
格
が
高
め
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
ど
の
県
で
も
21
年
３
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
価
格
上
昇
し
て
い
る
。
中
丸
太

①
の
価
格
は
、
４
カ
月
の
う
ち
に
秋
田
県
で
４
０
０
円
、
福
島
県
で
９
０
０
円
の
わ
ず

か
な
高
ま
り
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
佐
賀
県
で
９
０
０
０
円
、
鹿
児
島
県
で
８
８
０
０

円
、
大
分
県
で
７
４
０
０
円
、
宮
崎
県
で
６
９
０
０
円
も
の
上
昇
と
な
っ
た
。
中
丸
太

②
の
価
格
で
も
、
秋
田
県
や
福
島
県
の
高
ま
り
は
わ
ず
か
だ
っ
た
も
の
の
、
鹿
児
島
県

で
は
９
５
０
０
円
、
佐
賀
県
で
は
８
７
０
０
円
、
宮
崎
県
で
は
７
５
０
０
円
、
大
分
県

で
は
６
８
０
０
円
も
の
上
昇
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
19
年
７
月
と
21
年
７
月
の
価
格
を

比
較
し
て
み
る
と
、
中
丸
太
①
で
岐
阜
県
、
愛
媛
県
、
佐
賀
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県

が
50
％
を
超
す
上
昇
を
見
せ
、
中
丸
太
②
で
は
佐
賀
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
が
50
％

を
超
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
中
丸
太
価
格
の
上
昇
は
全
国
的
に
み
ら
れ
る
も
の
の
、
地
域
的
に
は
東

北
地
方
な
ど
で
小
幅
、九
州
地
方
な
ど
で
は
大
幅
と
な
っ
た
。
こ
の
大
小
の
特
徴
に
は
、

素
材
生
産
活
動
が
例
年
控
え
ら
れ
る
梅
雨
の
時
期
に
お
い
て
、
短
期
的
な
丸
太
需
要
に

機
動
的
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
差
異
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伐
採
可

能
な
人
工
林
資
源
の
状
況
に
加
え
、
素
材
生
産
業
が
機
動
的
に
対
応
で
き
る
九
州
地
方

に
対
し
て
丸
太
需
要
が
よ
り
一
層
増
し
、
そ
れ
に
よ
り
価
格
も
高
騰
し
た
と
言
え
る
。

季
節
的
に
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
素
材
生
産
業
が
生
産
を
増
加
す
る
時
期
と
な
る
こ
と

か
ら
、
地
域
的
な
丸
太
価
格
の
差
は
縮
小
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン

テ
ナ
運
賃
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
船
舶
数
の
逼ひ
っ

迫ぱ
く

や
コ
ン
テ

ナ
運
賃
の
上
昇
が
収
ま
っ
て
海
外
か
ら
の
製
材
品
・
集
成
材
の
輸
入
の
し
難
さ
が
緩
和

し
て
い
く
と
、
早
晩
に
木
材
製
品
価
格
も
落
ち
着
き
始
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

海
外
依
存
か
ら
国
内
資
源
利
用
へ

本
稿
で
紹
介
し
た
３
度
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、
木
材
産
出
国
の
社
会
・
経
済
・
政

策
的
な
要
因
が
丸
太
や
木
材
製
品
の
価
格
高
騰
と
し
て
表
れ
、
そ
れ
が
日
本
の
林
産
物

輸
入
や
需
給
、
市
況
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
林
産
物
の
海
外
へ
の
依
存
が
高
け
れ
ば

高
い
ほ
ど
に
、
そ
の
影
響
は
強
く
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
第
１・
２
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
を
経
て
日
本
で
は
輸
入
の
主
体
が
丸
太
か
ら
木
材
製
品
輸
入
へ
と
大
き
く
変
化
し
、

国
内
の
木
材
産
業
は
国
産
材
丸
太
を
原
料
に
製
品
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で
は
、
木
材
産
出
国
の
社
会
・
経
済
・
政
策
的
な
動
向
に

よ
っ
て
日
本
の
木
材
製
品
輸
入
が
急
激
に
変
化
す
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
し
、
日
本
で
は
丸
太
と
木
材
製
品
の
生
産
体
制
を

一
層
拡
充
す
る
必
要
性
を
、
広
く
認
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、
林
業
に
も
〝
季
節
性
〟
が
あ
る
。
梅
雨
期
を
含
む

６
～
８
月
は
素
材
生
産
が
停
滞
す
る
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
急
に
素
材
生
産
を
増
や

す
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。
そ
う
し
た
事
情
も
考
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
木
材
自
給
率
を

高
め
て
海
外
の
事
情
変
化
に
伴
う
日
本
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
こ
と
、
そ
し
て
木
材

産
業
が
多
様
性
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
材
工
場
は
特
長
を
活
か
し
て
生
産
性
と
品
質

に
お
い
て
確
か
な
需
要
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
内
の
森
林
資
源

を
持
続
的
に
管
理
し
、
木
材
を
広
く
利
用
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

欧
州
委
員
会
が
21
年
７
月
に
発
表
し
た
「
Ｅ
Ｕ 

森
林
戦
略 

２
０
３
０
」
で
は
、
森

林
の
質
と
量
を
改
善
す
る
た
め
の
指
針
と
具
体
的
な
行
動
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
を
伴
う
木
材
の
長
期
使
用
の
促
進
、
地
域
や
森
林
所
有
者
、
森
林

経
営
者
に
お
け
る
持
続
性
の
実
現
が
含
め
ら
れ
て
い
る
。地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
も
、

持
続
可
能
な
森
林
管
理
を
行
い
つ
つ
化
石
燃
料
や
枯
渇
性
資
源
に
代
わ
っ
て
木
材
を
広

く
使
用
し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
利
用

可
能
な
人
工
林
資
源
が
大
半
に
な
る
中
で
、
欧
州
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
産
学
官
に
お

い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。


